
保健師・感染症訪問指導員と一緒に

感染症予防策について考えましょう

〈問い合わせ先〉感染症・神戸モデルに関する相談

保健センター 担当 .

電話：

E-mail：

2025年８月更新

日頃は、感染症対策のための早期探知・地域連携システム
【感染症神戸モデル】にご協力いただきありがとうございます。

施設の皆様と一緒に感染拡大の予防に取り組んでいるところですが、
毎年多くの施設で感染症が集団発生しています。

神戸市では、施設利用者と職員の健康被害を最小限におさえるために
これまで以上に平常時からの予防に注力することになりました。
感染症予防策は各施設の環境や入所者等によりさまざまです。
施設の特徴をふまえて、よりよい対策を一緒に考えていきたいと
思っています。

保健センター保健師のほか、感染症訪問指導員(看護職)も施設巡回をし
ております。
ご多用と思いますが、訪問の日程調整の依頼がありましたら、ご対応を
お願いいたします。

感染症神戸モデル事業については、裏面をご参照ください。

神戸市保健所



【感染症神戸モデル】
早期探知・地域連携システムについて

https://kobecity-kmss.jp/

神戸市感染症統合情報システム

【創設の経緯】
2009年５月に新型インフルエンザが発生し、検証報告において、以下の３つの提言がなされました。
①感染症の発生を早期探知するしくみが必要
②感染症早期探知と感染拡大防止には、地域の施設（社会福祉施設・学校・医療機関等）と
保健センターのネットワークの構築が必要

③地域の施設の自助・共助の力の向上が必要
上記の提言を受け、2009年９月に【感染症神戸モデル】が創設されました。

【目的】
地域の施設（学校・保育施設・社会福祉施設・医療機関等）と保健センターが連携して
ネットワークを構築し、感染症発生を早期に探知し、迅速に対応することによって、感染拡大を
防止し、地域全体で感染症に対する対応力を向上します。

【活動内容】
■早期探知

感染症が疑われる有症状者が1週間以内に２名以上発生した場合にご報告をお願いしています。
保健センター保健師が施設職員とともに感染症の拡大防止にむけて対策を検討します。
※令和６年４月以降、新型コロナウイルス感染症についても２名以上の発生でご報告を
お願いします。

ただし新型コロナウイルス感染症の感染力が低下したわけではありません。
新型コロナウイルス感染症や他の感染症においても、対応等でお困りのことがありましたら
各区保健センターにご相談ください。

■地域連携
①施設巡回
社会福祉施設、学校等を保健師や感染症訪問指導員が巡回し、平常時から感染症予防策に
ついて連携を図ります。

②感染症対策講座
感染症対策講座において施設の実務者へ実習を含む研修を実施します。

③情報発信
地域の感染症の動向について、神戸市公式ホームページや神戸市感染症統合情報システムで
タイムリーに情報発信を行います。


